
 

研究グループ活動内容（２０２３年度） 

 

現在、活動中の研究グループは以下の通りです。所属するグループを決める際の参考にしてください。これ

までの教員経験を問わず、どなたでも参加できますので、お気軽にご参加ください。新規の研究員・研究生

の方は、一般財団法人語学教育研究所の考え方を知っていただくために登録以外の研究グループにも積極的

にご参加ください。なお、現在のコロナ禍の状況においては、Zoomによるオンラインで開催する場合もあり

ます。 

 

 

第３研究グループ《指導法研究》 

 1. 主任研究員 山崎 勝 

 2. 顧問 小菅和也 

 3. 活動日時 第１・第３土曜日(17:30～20:00) 

 4. 活動内容   英語の授業を英語で行うための指導法を研究します。教科書の扱い方、指導手順、導入

法などについて基礎から検討します。 

 

 

第５研究グループ《授業研究》 

 1. 主任研究員 小菅敦子 

 2. 顧問 小菅和也 

 3. 活動日時 不定期（6～10月にかけて4回程度） 

 4. 活動内容 ビデオによる授業研究を行っています。公募した１人の授業者の授業を数回ビデオに録

り、そのたびごとに検討し、授業改善を目指します。授業に関するあらゆることが話題

となります。授業改善の過程と成果は研究大会で発表しています。 

 

 

第６研究グループ《パーマー研究》 

 1. 主任研究員 浅野伸子 

 2. 顧問 新里眞男 

 3. 活動日時 毎月最終土曜日(17:30～) 

 4. 活動内容 The Oral Method の提唱者 Harold E. Palmer の著作の原典輪読を基本として、その

内容に関するメンバーの体験や実践を共有しあったり、時には実演を練習しあったりし

ています。The Oral Method の源流を仲間とともに直に読める、他にはない貴重な場

です。「英語で授業を」と考えている人には、The Oral Method の理論と実践を結び

つけるために、ぜひ参加していただきたいと思います。 

 

 

 



第10研究グループ《小学校英語教育研究》 

 1. 主任研究員 相田眞喜子 

 2. 顧問 永井淳子・松原木乃実 

 3. 活動日時 毎月第2土曜日(12:30～)・第4土曜日(9:30～)（原則） 

 4. 活動内容 子どもの言語習得のプロセスを踏まえて、小学校における英語の指導内容と指導方法を

検討し、中学校以降の英語学習の基礎を作る小学校英語教育のあるべき姿を追求してい

ます。中学年から開始される外国語活動と高学年からの教科・英語の授業のあり方につ

いて、小・中の連携なども視野に入れ、さらに研究を進めていきたいと思います。 

 

 

第22研究グループ《談話文法研究》 

 1. 主任研究員 馬場千秋 

 2. 顧問 八宮孝夫 

 3. 活動日時 毎月第3土曜日(17:30～)（原則） 

 4. 活動内容 文脈や情報構造とそれを取り巻く音声などを視野に入れつつ、英語教育に関連した談話

文法を、主に文献講読を通じて理論構築を行い、実践への応用に取り組んでいます。 

 

 

第26研究グループ《中学高校英語研究》 

 1. 主任研究員 杉内光成 

 2. 顧問 藤井昌子 

 3. 活動日時 毎月第４金曜日(18:30～20:30)（1, 3, 4月を除く） 

 4. 活動内容 中学・高校での授業実践を対象に、メンバーが持ち寄る授業ビデオや教材を通して、指

導法や教材の検討を行っています。最近は「生徒の英語による自己表現を活性化させる

ための工夫」をテーマに活発な議論を展開しています。また、英語教育に関する内容に

ついても随時話題にあげて話し合っています。なお、2021年から会合はオンライン

（zoom）で実施しています。 

 

 

オープンセミナー（研究員研修会） 

 各研究グループの交流と研究員全体の研修により語研の研究活動の活性化を図るため、月に１回、研修会 

を開催します。 

・各研究グループが担当し、日程の調整を行い日時を決定します。 

・時間は９０分でZoomによるオンラインで行います。 

・研究員と会員を対象に行い、参加費は無料とします。 


